
一
九
九
七
年
二
月
、
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
破

綻
を
境
に
、
北
海
道
の
中
小
企
業
金
融
シ
ス
テ
ム

は
一
つ
の
転
機
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
の
北
海
道

経
済
で
は
、
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
が
そ
の
基
軸

に
あ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

1
に
関
わ
る
情
報
の

不
完
全
性
は
相
対
的
に
低
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
経
済
取
引
に
お
い
て
、
取
引
相
手
に

関
す
る
情
報
生
産
(
審
査
や
債
権
管
理
に
よ
る
信

用
リ
ス
ク
の
評
錨
)
は
さ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
ず
、

経
済
主
体
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
、
財
政
ト
ラ
ン
ス

フ
ァ
ー
を
源
泉
と
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

l
の
確

実
性
を
前
提
に
、
こ
れ
を
い
か
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る

か
に
注
が
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
拓
銀
の
破
綻
は
、
こ
う
し
た
「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
!
の
確
実
性
」
に
立
脚
し
た
北
海
道

経
済
を
情
報
面
か
ら
揺
さ
ぶ
り
、
金
融
的
な
混
乱

の
な
か
に
陥
れ
た
。
こ
れ
ま
で
拓
銀
は
、
日
銀
歳

出
入
代
理
由
、
あ
る
い
は
道
を
は
じ
め
と
す
る
各

自
治
体
の
指
定
金
融
機
関
と
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

フ
ロ

i
情
報
を
そ
の
源
泉
に
お
い
て
掌
握
す
る
と

と
も
に
、
官
公
需
関
連
の
企
業
、
そ
の
崩
辺
に
位

寵
す
る
企
業
・
個
人
を
も
自
ら
の
顧
客
と
し
て
取

警官通じ?と考察--北海遵め

助教授

第一勧業銀行、小樽蔚科大

学商学部高学科助手を経て、

97年より現職。専攻は金融
論。研究主題は、地域金融
に関する実証的研究。

1997年11月、北海道拓殖銀行の破綻により、

北海道の中小企業金融は大きな転機を迎えた。

そこには、北海道経済が官公需への依存度が高

く、資金回収の確実性が高いゆえ、金融機関等

の関心がキャッシュフ口ーのフォローに集中し

ていたこと、また拓銀が選をはじめとする各自

治体の指定金融機関として、多くの経済主体の

メインバンクとして、経済システムの中央に位

し、資金簡で大きな役割を果たしていたこと

等の嬰関がある。金融取引は、その不確実性ゆ

えの関難性を有しており、こうしたケースは他

の地域でも超こり寄る。北海道の中小企業金融

の変化は、中小企護家たちが今後の金融取引を

考えていく上で、数多くの示唆を与えてくれる。

り
込
む
こ
と
で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

i
憤
報
を
内

部
化
し
、
取
引
の
成
立
か
ら
決
済
時
点
ま
で
の
タ

イ
ム
ラ
グ
を
資
金
的
に
つ
な
ぐ
中
心
的
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
拓
銀
破
綻

小樽窓科大学笥学部
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の
影
響
は
、
単
に
資
金
供
給
の
量
的
な
側
面
に
と

ど
ま
ら
ず
、
「
不
確
実
性
」
の
存
在
に
起
因
す
る

金
融
取
引
の
困
難
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る

(
*
1
)
O



そ
こ
で
、
ま
ず
は
北
海
道
の
中
小
企
業
を
巡
る

金
融
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

金融機関の融資態度判断翠81の推移〈翠節調整済〉
(881= rゆるやかJ rきびしい」社数犠成比)
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き
び
し
い

ゆ
る
や
か

引用:北海退財務局 j財務省景気予減論笈{北海遂地方の概要L!<平成昨年11月調査)

財
務
省
北
海
道
財
務
局
「
財
務
省
景
気
予
測
調

査
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
金
融
機
関
の
融
資
態

度
判
断

B
S
I
の
推
移
」
に
よ
る
と
、
直
近
の
五

年
間
に
お
い
て
、
中
小
企
業
は
一
貫
し
て
「
き
び

し
い
」
超
の
状
態
に
あ
る
(
図
表
1
)
。
す
な
わ

ち
、
九
七
年
三
月
に
景
気
が
ピ

i
ク
ア
ウ
ト
し
た

後
は
、
借
り
入
れ
の
捺
に
何
ら
か
の
困
難
を
感
じ

て
い
る
、
あ
る
い
は
厳
し
い
と
感
じ
て
い
る
中
小

企
業
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
規
模

別
に
み
る
と
、
大
企
業
の
方
が
梧
対
的
に
緩
く
、

中
堅
企
業
、
中
小
企
業
と
企
業
規
模
が
小
さ
く
な

る
に
つ
れ
て
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く
傾
向
が
見
て

取
れ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業

向
け
貸
出
金
残
高
の
伸
び
率
は
九
九
年
三
月
期
に

大
き
く
低
下
し
た
が
、
こ
れ
は
拓
銀
の
貸
出
債
権

等
が
他
行
に
譲
渡
さ
れ
た
捺
に
、
一
部
が
整
理
回

収
機
構
に
引
き
継
が
れ
た
た
め
、
そ
の
分
だ
け
銀

行
や
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
等
の
寄
与
度
が
低
下

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
営
業
譲
渡
以
降

に
つ
い
て
は
、
北
海
道
の
金
融
秩
浮
も
徐
々
に
落

ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
な
お
九

0
年
代
前
半
に
比
べ
る
と
、
資
金
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
面
で
は
タ
イ
ト
な
状
況
が
続
い
て
い

る
と
言
え
る
。

次
に
、
北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業
向
け
貸
出

の
動
向
を
需
給
構
造
の
側
面
か
ら
み
て
み
よ
う
。

一
般
に
、
借
入
需
要
は
、
金
利
水
準
が
低
け
れ

ば
低
い
ほ
ど
旺
盛
に
な
る
た
め
、
基
本
的
に
右
下

が
り
の
曲
線
で
表
現
さ
れ
る
。
他
方
、
貸
出
供
給

に
つ
い
て
は
、
金
利
水
準
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど

増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
貸
出
供
給
曲
線

は
右
上
が
り
の
曲
線
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
需
給
構
造
を
念
頭
に
、
銀
行
勘
定

の
中
小
企
業
向
け
貸
出
金
残
高
伸
び
率
(
対
前
年

同
月
比
)
と
貸
出
約
定
平
均
金
利
(
銀
行
・
総
合
)

の
関
係
を
み
て
み
よ
う
(
図
表
2
)
。
図
中
の
各

点
は
、
借
入
需
要
曲
線
と
貸
出
供
結
曲
線
と
の
交

点
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

O
点
は
八
五
年
四
月

1
九
O
年
一
一
一
月
ま
で
の
関
係
を
、
機
点
は
九

0
年

四
月

1
0
二
年
九
月
ま
で
の
関
係
を
示
し
て
い
る

(
な
お
、
磯
点
に
つ
い
て
は
、
整
理
回
収
機
構
へ

の
債
権
譲
渡
を
勘
案
し
、
九
八
年
十
一
月

1
九
九

年
一

O
月
の
デ
ー
タ
を
除
い
て
い
る
)

0

こ
れ
に
よ
る
と
、
い
わ
ゆ
る
バ
ブ
ル
経
済
の
生

成
・
膨
張
期
に
あ
た
る
八

0
年
代
後
半
は
、
右
下

が
り
の
傾
向
線
の
周
り
に
デ

i
タ
が
分
布
し
、
時
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図表2 中小企業向け貸出金残高の伸び率と貸出約定平埼金利
(%) 
10 
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中小企業向け貸出金残高の伸び率(銀行勘定)
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出所:北海道財務局 i~t海道金融月報j
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貸
出
約
定
平
均
金
利
(
銀
行
・
総
合

系
列
的
に
は
左
上
か
ら
右
下
の
方
向
に
変
化
し
て

き
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
需
給
曲
線
の
シ
フ
ト

に
よ
っ
て
生
じ
た
と
す
れ
ば
、
八
五
年
四
月
か
ら

九
O
年
三
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
中
小
企

業
の
借
入
需
要
曲
線
が
借
入
需
要
の
増
大
か
ら
上

方
に
シ
フ
ト
す
る
中
で
、
銀
行
の
貸
出
供
給
曲
線

も
下
方
に
シ
フ
ト
し
(
貸
出
供
給
の
積
極
化
)
、

貸
出
金
残
高
の
伸
び
と
貸
出
金
和
の
低
下
が
も
た

ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
九

0
年
四
月
以
陣
は
、
左
下

が
り
の
傾
向
線
の
周
り
に
デ
ー
タ
が
分
布
し
、
変

化
の
方
向
も
右
上
か
ら
左
下
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
化
は
、
中
小
企
業
の
借
入
需
要
曲
線

が
下
方
に
大
き
く
シ
フ
ト
し
(
借
入
需
要
の
減
退
て

そ
の
シ
フ
ト
幅
が
貸
出
供
給
曲
線
の
シ
フ
ト
幅
を

上
田
る
捺
に
生
じ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
散

布
図
の
み
か
ら
需
給
構
造
を
特
定
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
そ
の
判
断
に
は
い
く
つ
か
の
留
保
を

付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
昨
今
の
金
融
緩
和

局
面
で
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
を
契
機
と
す
る

資
本
ス
ト
ッ
ク
の
調
整
や
事
業
拡
張
意
欲
の
減
退

の
ほ
か
に
、
主
と
し
て
担
保
儲
値
を
規
定
す
る
地

位
の
持
続
的
な
下
落
(
資
金
調
達
余
力
の
低
下
)

が
、
借
入
需
要
の
低
下
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る

(
*
2
)
0

麟
摺
翻
鞠
的
課
四
回
園
田
融
持
金
牲
と

網
開
議
鎗
ア
ヴ
甲
幡
町
句
働
時
イ
一
?
"
臨
M
V
一T
J
q

で
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
金
融
機
関
の
融
資

態
度
や
貸
出
金
の
需
給
動
向
に
関
し
て
、
そ
の
背

後
に
あ
っ
て
作
用
し
て
い
る
要
因
は
何
か
。

図
表
3
は
、
中
小
企
業
の
資
金
調
達
に
お
け
る

「
情
報
の
不
完
全
性
」
と
「
資
金
の
ア
ヴ
ェ
イ
ラ
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(
資
金
源
泉
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
の
容

易
さ
)
」
の
連
関
を
描
い
た
も
の
で
あ
る

(
*
3
)
0

一
殻
に
、
中
小
企
業
の
多
く
は
「
エ
ク
イ
テ

ィ
・
ギ
ャ
ッ
プ
」
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
の
た
め

資
金
調
達
手
段
と
し
て
は
、
い
き
お
い
金
融
機
関

借
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
、
金
融
機
関
借
入
に
対
す
る
依
存
は
、

企
業
財
務
上
、
レ
パ
レ
ッ
ジ
効
果
を
高
め
る
方
向

ピ
リ
テ
イ

情報の不完全性と資金のアヴェイラピリティ~3菱3

エクイティ・ギャップ

車
(金融機関借入に依存した資金蕗〕時…・く

撃
{レパレッジ効築による収益変動の増大}

~三ク刊のf竺空恒塑性.

信用リスク(不確実性)の緩大

(全空間里~B1主坐主主主



に
作
用
し
、
結
果
、
「
収
益
変
動
H
信
用
リ
ス
ク

の
増
大
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
通
常
、
金
融
機
関

が
負
担
す
る
信
用
リ
ス
ク
は
、
貸
出
金
利
に
対
す

る
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
の
付
加
、
も
し
く
は
担

保
・
保
証
の
差
し
入
れ
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る

が
、
こ
う
し
た
条
件
設
定
は
、
中
小
企
業
の
資
金

の
ア
ヴ
ェ
イ
ラ
ゼ
リ
テ
ィ
を
低
下
さ
せ
る
方
向
に

作
用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
中
小
企
業
の
場
合
、
貸
出
取
引
に
際
し

て
金
融
機
関
が
負
担
す
べ
き
信
用
リ
ス
ク
の
評
備

は
、
も
っ
ぱ
ら
税
務
会
計
ベ
ー
ス
の
情
報
開
示
に

依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
大
企
業
の
場
合
と

比
較
し
て
、
金
融
機
関
と
借
り
手
企
業
の
関
の
情

報
ギ
ャ
ッ
プ
(
情
報
の
非
対
称
性
)
は
相
対
的
に

大
き
い
。
こ
の
た
め
、
金
融
機
関
が
情
報
の
非
対

称
性
に
起
因
す
る
「
逆
選
択
」
や
「
モ
ラ
ル
・
ハ

ザ
ー
ド
」
の
発
生
を
閤
避
し
よ
う
と
す
る
と
、
信

用
リ
ス
ク
の
評
備
に
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
費

用
は
相
対
的
に
高
く
な
り
、
貸
出
金
利
へ
の
転
嫁

如
何
に
よ
っ
て
は
、
資
金
の
ア
ヴ
エ
イ
ラ
ピ
リ
テ

ィ
の
低
下
が
も
た
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
情
報
の
不
完
全
性
の
存
在
は
、

資
金
の
ア
ヴ
ェ
イ
ラ
ピ
リ
テ
ィ
を
低
下
さ
せ
る
方

向
に
作
崩
し
、
中
小
企
業
の
経
営
革
新
を
阻
害
す

る
一
つ
の
要
閣
と
な
る
。
経
営
革
新
の
阻
害
は
、

中
小
企
業
の
競
争
力
や
財
務
構
造
を
脆
弱
な
ま
ま

に
押
し
と
ど
め
、
資
金
調
達
手
段
の
多
様
化
を
国

難
に
す
る
。
か
く
し
て
、
靖
報
の
不
完
全
性
と
資

金
の
ア
ヴ
ェ
イ
ラ
ピ
リ
テ
ィ
の
関
に
は
、
構
造
的

な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

一
帯
醸
陣
轡
間
性
"
静
岡
轄
す

構
繍
縛
噛
櫨
錦
織
盤
融
醸
構

一
方
、
借
入
需
要
に
対
し
て
制
約
的
に
作
用
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
不
動
産
担
保
に
つ
い
て
は
、

そ
の
価
値
を
市
場
実
勢
に
よ
っ
て
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
不
動
産
担
保
は
、
価
値

が
安
定
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
金
融
機
関
に

と
っ
て
は
最
も
効
率
的
な
債
権
保
全
手
段
で
あ
り
、

こ
れ
を
徴
求
す
る
こ
と
で
、
審
査
や
債
権
管
理
に

要
す
る
コ
ス
ト
を
節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
ひ
と
た
び
景
気
が
下
降
局
面
に
入
り
、
地

舗
が
下
落
し
始
め
る
と
、
貸
出
は
不
動
産
担
保
の

面
か
ら
量
的
な
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
さ

ら
に
、
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
企
業
収
益
に
つ
い

て
も
不
確
実
性
が
高
ま
り
、
貸
出
の
低
迷
は
深
刻

さ
を
増
す
。

図
表
4
は
、
企
業
倒
産
件
数
(
月
次
)
の
予
測

誤
差
を
経
済
活
動
に
伴
う
不
確
実
性
の
代
理
変
数

と
し
て
、
そ
の
時
系
列
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ

(
八
五
年
度
平
均
を
一

O
O
と
し
た
指
数
、
後

方
一
一
カ
月
移
動
平
均
)
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
北

海
道
に
お
け
る
企
業
倒
産
件
数
の
予
測
誤
差
は
、

八
0
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
期
を
通
し
て
縮
小
す
る

傾
向
に
あ
り
、
経
済
環
境
の
好
転
と
と
も
に
、
先

行
き
に
対
す
る
確
信
の
度
合
い
が
高
ま
っ
て
い
た

と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
九

0
年
代
に
入
る
と
、

事
態
は
一
転
し
、
企
業
倒
産
件
数
の
予
測
誤
差
は

る

(年/月)

企業関産件数の予測誤差
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増
大
す
る
方
向
へ
と
向
か
う
。
バ
ブ
ル
経
済
の
崩

壊
後
、
企
業
倒
産
件
数
が
増
加
す
る
な
か
で
、
企

業
や
金
融
機
関
は
予
想
外
の
損
失
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
、

拓
銀
の
破
続
か
ら
営
業
譲
渡
に
至
る
ま
で
の
期
間

以
上
に
、
そ
の
後
の
不
確
実
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
不
碍
実
性
の
高
ま
り
は
、
偶
々
の
企

業
に
よ
る
設
備
投
資
や
事
業
展
開
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
、
金
融
機
関
の
融
資

態
度
を
よ
り
慎
重
化
さ
せ
る
要
悶
と
な
る
。
さ
ら

に
、
不
確
実
性
の
高
ま
り
は
、
企
業
開
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
お
け
る
相
互
不
信
を
醸
成
し
、
企
業
開
信

用
の
収
縮
を
通
し
て
経
済
活
動
を
萎
縮
さ
せ
る
方

向
に
も
作
用
す
る
。

国
表
5
は
、
北
海
道
に
お
け
る
手
形
交
換
高
の

動
向
を
、
金
額
ベ

i
ス
及
び
道
内
総
生
産
(
名
目
)

と
の
対
比
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
北
海
道
の
手
形
交
換
高
は
、
九

0
年
度
の
二

O
兆
四
七
一
二
億
円
を
ピ

i
ク
に
毎
年
減
少
を
続

け、

O
一
年
度
に
は
九
兆
一
一
一
六
九
七
億
円
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
道
内
総
生
産
(
名
器
)
と
の
対

(兆円)
25.0 
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比
で
み
て
も
、
手
形
取
引
は
観
測
期
間
を
通
し
て

減
少
傾
向
に
あ
り
、
決
済
手
段
と
し
て
の
手
形
の

ウ
エ
イ
ト
が
相
対
的
に
低
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
動
向
の
背
景
に

は
、
情
報
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
伴
う
フ
ァ
ー

ム
・
バ
ン
キ
ン
グ
等
の
普
及
や
手
形
取
引
に
関
わ

る
事
務
管
理
コ
ス
ト
の
節
減
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
手
形
交
換
高
に
対
す
る
不
渡
手
形

"・&-.・酔圃・込 . 
-'" . 
2弘. 
'". 
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. 忍為... 
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出所:札綬銀行協会、北海道 n藍民経済計算年報j、北海道「北海道GDP四半期速報!
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の
比
率
が
九

0
年
度
以
降
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
手
形
一
枚
あ
た
り
の
金
額
も
九

0
年
度

以
蜂
、
低
額
化
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
九

0
年
代
に
入
っ
て
以
降
の
手
形
交
換
高
の
減
少
に

つ
い
て
は
、
不
確
実
性
の
高
ま
り
が
追
加
的
に
影

響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

企
業
の
決
済
手
段
が
手
形
以
外
の
手
段
に
移
行

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
支
払
食
業
で
は
寅
入
債
務

の
短
期
化
が
進
み
、
受
取
企
業
で
は
手
形
割
引
に

よ
る
資
金
調
達
が
国
難
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
ひ
と
た
び
不
確
実
性
が
高
ま
る
と
、

企
業
の
資
金
繰
り
は
た
ち
ま
ち
逼
迫
し
、
企
業
開

信
用
の
連
鎖
的
な
収
縮
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
金
融
機
関

に
よ
る
決
済
性
資
金
の
円
滑
な
供
給
が
求
め
ら
れ

る
が
、
不
確
実
性
の
高
い
状
況
で
は
、
金
融
機
関

の
融
資
態
度
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
か

く
し
て
、
信
用
収
縮
の
連
鎖
は
金
融
機
関
雨
明
引
に

も
及
び
、
「
企
業
倒
産
の
頻
発
に
起
関
す
る
不
擁

実
性
の
高
ま
り
↓
企
業
開
・
銀
行
間
に
お
け
る
連

鎖
的
な
信
用
収
縮
↓
北
海
道
経
済
の
停
滞
↓
さ
ら

な
る
企
業
倒
産
の
頻
発
と
不
確
実
性
の
高
ま
り
」

と
い
う
悪
循
環
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。



こ
れ
ま
で
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
北
海
道
に
お

け
る
中
小
企
業
金
融
シ
ス
テ
ム
の
現
状
を
概
観
し

て
き
た
。
も
と
よ
り
、
拓
銀
破
綻
後
の
北
海
道
の

中
小
企
業
金
融
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
本
稿
に

お
け
る
議
論
の
み
で
、
そ
の
全
体
的
な
構
国
や
そ

こ
に
内
在
す
る
問
題
点
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
不
良
債
権
の
早
期
処
理
が

北
海
道
の
中
小
企
業
金
融
に
及
ぼ
す
影
響
や
(
*
イ
)
、

「
ベ
イ
オ
フ
」
の
全
面
解
禁
が
金
融
機
関
経
営
、

あ
る
い
は
頚
金
者
の
資
産
選
択
行
動
に
与
え
る
イ

ン
パ
ク
ト
、
拓
銀
破
綻
後
「
銀
行
化
」
が
進
む
信

用
金
摩
の
現
状
、
再
編
・
淘
汰
が
進
む
信
用
組
合

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
等
々
、
地
域
金
融

機
関
を
巡
る
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
何
よ
り
、
中
小
企
業
金
融
シ
ス
テ
ム

は
北
海
道
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
の

も
と
、
政
策
と
し
て
こ
れ
を
、
主
体
的
か
つ
戦
略
的

に
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
(
*
5
)
0

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
中
小

企
業
金
融
に
は
、
「
不
確
実
性
」
の
存
在
に
起
因

す
る
関
難
が
伴
い
、
こ
れ
を
す
べ
て
排
除
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
拓
銀
の
破
綻
以
降
、
北
海
道
の

中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
負
債
の
圧
縮
や
、
借
入

先
の
分
散
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
重
視
し
た
経

営
へ
の
転
換
な
ど
、
金
融
環
境
の
変
化
に
対
応
し

た
動
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
資
金
調
達
環
境
の
変
化

は
、
他
の
地
域
で
も
起
こ
り
得
る
。
円
滑
な
事
業

資
金
の
調
達
と
安
定
し
た
経
営
の
実
現
に
は
、
中

小
企
業
自
ら
が
主
体
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
道
内
企
業
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
防
御
的

も
ち
ろ
ん
、

な
対
忠
も
、
そ
う
し
た
取
組
み
の
一
つ
で
あ
り
、

こ
の
ほ
か
に
も
、
デ
ィ
ス
ク
ロ

i
ジ
ャ
!
の
推
進

や
、
経
営
改
善
計
画
の
立
案
・
実
践
等
が
あ
る
。

ま
た
、
事
業
プ
ロ
セ
ス
や
商
品
開
発
な
ど
、
イ
ノ

ベ
i
テ
ィ
ブ
な
事
業
展
開
を
通
し
て
、
経
営
基
般

を
礎
酉
た
る
も
の
と
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。

北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業
金
融
の
変
化
は
、

わ
が
国
の
中
小
企
業
家
た
ち
が
今
後
の
金
融
取
引

を
考
え
て
い
く
上
で
、
数
多
く
の
示
唆
を
与
え
て

く
れ
る
。

* 

こ
れ
ま
で
に
、
拓
銀
破
綻
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
原
因

(
一
九
九
九
)
、
坂
・
高
精
(
二

O
O
ご
、
堀
(
ニ

0
0

一
一
)
等
が
実
証
的
に
絞
り
上
げ
て
い
る
。

北
海
道
に
お
け
る
中
小
企
業
向
け
貸
出
金
残
高
伸
び
率

(
銀
行
勘
定
十
信
託
勘
定
)
を
、
実
物
婆
因
一
道
内
総
支

出
(
名
目
)
と
金
利
要
因
一
貸
出
約
定
平
均
金
利
(
銀

行
・
総
合
)
、
資
産
要
因
一
市
街
地
価
格
指
数
(
商
業

地
)
/
道
内
総
支
出
(
名
図
)
と
い
う
三
つ
の
説
明
変

:1: 

2 

'l' 

3 

数
で
回
帰
し
た
結
果
、
中
小
企
業
向
け
貸
出
金
残
高
の

伸
び
が
、
主
と
し
て
実
物
経
済
の
動
向
に
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
九
一
年
度
以
降
に
お
い
て
は
、
資
産
要
間
出

が
貸
出
金
残
高
の
伸
び
に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
作
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道
の
中
小
企
業
は
担
保
価

値
が
持
続
的
に
低
下
す
る
な
か
で
、
景
気
動
向
の
如
何

で
は
資
金
繰
り
が
遥
迫
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
創
世
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
委
員
会
編
著
(
ニ

O
O
ニ
)
第
三
意
を
参
照
。

中
小
企
業
金
融
分
野
に
お
け
る
「
情
報
の
経
済
学
」
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
薮
下
・

武
士
俣
線
抗
議
(
ニ

O
O
ニ
)
を
参
照
。

不
良
儀
権
の
早
期
処
理
が
北
海
道
経
済
全
体
に
及
ぼ
す

影
響
を
計
測
し
た
も
の
と
し
て
、
北
海
道
経
済
産
業
局

(一一

0
0
こ
が
あ
る
。

北
海
道
の
中
小
企
業
が
直
面
す
る
金
融
的
課
題
と
そ
の

政
策
的
な
処
方
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
中
小
企
業
金
融

検
討
委
員
会
(
二

0
0
こ
が
、
よ
り
包
括
的
な
議
論

を
展
開
し
て
い
る
。

* 4 
ネ

5
〈
参
考
文
献
〉

-
原
国
泰
「
銀
行
は
「
特
別
な
産
業
」
な
の
か
」
「
経
済
セ
ミ

ナ
j
』
胤
五
三
八
、
一
九
九
九
年
一
一
月

2
北
海
道
経
済
産
業
局
「
不
良
債
権
処
理
の
北
海
道
へ
の
影
響

に
つ
い
て
〈
試
算
こ
一
一

O
O
一
年
八
月

3
北
海
道
創
世
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
編
著
『
北
海
道
再
生
の

シ
ナ
リ
オ
い
(
社
)
北
海
道
一
雇
用
経
済
研
究
機
構
、
ニ

O
O
二
年

4
北
海
道
中
小
企
業
金
融
検
討
委
員
会
「
北
海
道
の
中
小
企
業

と
金
融
シ
ス
テ
ム
』
北
海
道
経
済
部
、
一
一

O
O
一
年

5
堀
雅
博
・
高
橋
吾
行
「
銀
行
取
引
関
係
の
経
済
的
価
値
i
北

海
道
拓
殖
銀
行
破
綻
の
ケ

i
ス
・
ス
タ
デ
ィ

i
」

mω
沼一

0
5凸
cmm一O
コ

勺

ω℃
安

ω由「一
o
m
h
4
、
二

O
O
一
年
八
月

5
堀
雅
博
「
銀
行
破
綻
と
マ
ク
ロ
経
済
一
ア
メ
リ
カ
大
恐
慌
と

拓
銀
破
綻
の
経
験
か
ら
」
原
白
泰
・
岩
田
規
久
男
編
著
『
デ

フ
レ
不
況
の
実
証
八
万
析
一
一
東
洋
経
済
新
報
社
、
ニ

O
O
二
年

7
薮
下
史
的
印
・
武
士
俣
友
生
編
箸
「
中
小
企
業
金
融
入
門
』
東

洋
経
済
新
報
社
、
二

0
0
二
年

11 I CH凶 HOUKOUKO MONTHLY' MAY. 2003 




